
―― はじめに ―― 

 
本県では、「SDGs 達成に向け、環境を原動力に経済・社会が統合的に向上す

る『環境首都あいち』」を目標に掲げ、様々な取組を進めています。 

 

地球温暖化対策では、2022 年 12 月に「あいち地球温暖化防止戦略 2030（改

定版）」を策定しました。2050 年までにカーボンニュートラルの実現を目指す

ため、再生可能エネルギー設備の導入や省エネルギー設備への更新等を行う事

業者向けの補助制度を創設するなど、様々な取組を進めています。 

 

資源循環の取組では、2022 年３月策定の「あいちサーキュラーエコノミー推進プラン」に基づき、資

源を有効に循環利用し、資源投入量、廃棄物発生量を限りなく小さくするサーキュラーエコノミー（循環

経済）への転換を図っています。2023 年１月には、事業者、有識者等によるプラスチックや太陽光パネ

ル等の資源循環に向けた７つのプロジェクトチームを立ち上げ、事業化を目指して検討を重ねています。 

 

また、生物多様性の分野では、2022 年 12 月にカナダ・モントリオールで開催された国連生物多様性条

約第 15 回締約国会議（COP15）において「愛知目標」の後継となる新世界目標「昆明・モントリオール生

物多様性枠組」が採択され、2030 年ミッションとして「生物多様性の損失を止め、反転させ、回復軌道

に乗せる」という、いわゆる「ネイチャーポジティブ（自然再興）」の理念が掲げられるなど、世界的な

動きがありました。 

これを受けて、国は、2023 年３月に「生物多様性国家戦略 2023-2030」を策定し、2030 年のミッショ

ンを「2030 年ネイチャーポジティブ」と定め、その実現のため５つの基本戦略に沿って取り組んでいく

こととしています。 

本県ではこれらに先立ち、新世界目標の検討状況を見据えながら、2021 年２月に「あいち生物多様性

戦略 2030～持続可能な社会づくりに向けて～」を策定し、中核的な取組方針「あいち方式 2030」を定め、

これに資する 10 項目の重点プロジェクトを推進しており、新世界目標採択を踏まえ更なる取組を進める

こととしています。 

 

こうしたことを踏まえ、今回の環境白書では、「特集」において「ネイチャーポジティブ（自然再興）

の実現に向けた愛知県の取組」と題して、本県の生物多様性保全の取組について紹介します。 

 

この環境白書が、愛知の環境についての理解を深め、また、県民、事業者、関係団体の皆様がそれぞれ

の立場から環境をよりよくするための取組を進めていただくきっかけとなれば幸いです。 
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